
ホウレンソウ（平坦地露地）
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技 術 体 系

１ 作型の特徴

ホウレンソウの発芽適温は１５～２０℃であるか

ら、９月下旬～１２月下旬までの冷涼な気候と抽だ

いの心配の少ない短日期を利用した秋まき栽培が最

も栽培容易な作型である。

しかし、ハウスやトンネルなどの被覆資材の利用

や、耐暑、耐寒、晩抽性の品種も利用され、栽培期

間が拡大している。

２ 適応地域

全域

３ 栽培条件

( ) 温度1

発芽および生育適温とも１５℃～２０℃であ

り、－１０℃の低温にも耐え、０℃でも生育す

るが、２５℃以上の高温で生育が抑制され病害

も発生しやすくなる。

( ) 光2

光補償点は１、５００ルックス、光飽和点は

２０，０００～２５，０００ルックスと低い。

品種によって異なるが、１２～１６時間の長

日条件で抽苔する。

( ) 土壌条件3

ｐＨ６．０～７．０が生育適正ｐＨであり、

それ以下では生育が抑制され病害の発生も多く

なる。

４ 施設装備

( )単棟型ハウス（雨よけ、品質向上のため）1

( )潅水施設2

５ 経営目標

1 / a( )収 量 ２ｔ １０

2 /10a( )投下労働時間 ５０時間

3 %( )所得率 ５０

4 a( )経営規模 延べ８０

（家族労働力２人）

栽 培 技 術

１ 品種と特性

「ミストラル」

晩夏から早春播き、広葉で立性、株張りがよい

多収型品種、べと病Ｒ－１、３、４、５に抵抗

性、Ｒ－７に耐病性※。

「トラッド」

晩夏から早春播き、広葉で立性、葉軸が太くが

っちりしており、収量性が高い。ベト病Ｒ－１～

５に抵抗性。

「アクティオン」

春から初夏播種、極晩抽性。ベト病Ｒ－１～４

に抵抗性、フザリウムによる萎凋病に強い。

「メガセブン」

晩抽性で、晩夏播き・春播きでも抽苔の心配が

少ない、べと病１～７抵抗性。
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「秀太郎」

草姿は立性で、株揃い、株張りが良く収量が

多い、べと病１～７抵抗性。

「スクープ」

夏から早春播き、草姿は極立性で小葉、葉柄は

しっかりしており調整作業がし易い。ベト病Ｒ－

１～４抵抗性。

※抵抗性及び耐病性の表現については、メーカー

カタログによる。

２ 本圃準備

( ) 圃場1

排水良好で土層が深く灌水の便利な圃場を選定

する。

( ) 土づくり2

ホウレンソウは土つくりが基本となるので良質

堆肥１０ 当たり２～３ｔ施用する。a

( ) 酸度矯正3

栽培予定の圃場はあらかじめ土壌のｐＨを測定

し、ｐＨ６．０～７．０になるように石灰類を施

用して調整しておく。

( ) 排水対策4

雨よけハウスの周囲は溝を深く掘り排水をよく

しておく。

３ 畦作り・施肥

畦作りは、土質や作型によって異なり、特に８

月下旬～９月中旬まきでは、台風や秋雨による湿害

の発生が多いので、畦立てをした方がよい。

また、１０月下旬～１１月まきの遅まきでは乾燥

害が問題であり、平畦にして保水性をよくした方が

よい。

一般に、排水のよい圃場では平畦とし、水田後作

などでは高畦とする。

【 播 種 期 別 施 肥 量 】

９月まき （Ｋｇ／１０ａ）

Ｎ Ｐ Ｏ Ｋ Ｏ 備 考２ ５ ２

基 肥 １０ １２ ７

追 肥 ２ ２ 追肥１回

全 量 １２ １２ ９

１０月まき （Ｋｇ／１０ａ）

Ｎ Ｐ Ｏ Ｋ Ｏ 備 考２ ５ ２

基 肥 １０ ２０ ５ 追肥２回

追 肥 １０ １０

全 量 ２０ ２０ １５ 分 施

１１月以降まき （Ｋｇ／１０ａ）

Ｎ Ｐ Ｏ Ｋ Ｏ 備 考２ ５ ２

基 肥 １０ ２５ ５ 追肥３回

追 肥 １５ ０ １０

全 量 ２５ ２５ １５ 分 施

４ 播 種

( ) 播種期1

９月下旬から３月中旬（品種により異なる）

( ) 播種量2

ç１０ａ当たり２～５

( ) 播種方法3

８０ｃｍの畦幅に２条まき、または１００

ｃｍの畦幅に３条まき、１４０ｃｍに４条まき

とし、条間は１５ｃｍとし条まきとする。

覆土は種子がかくれる程度に行い、軽く鎮圧

し、その後十分灌水する。

播種機やシーダーテープを利用すると省力化

が図られる。

５ 栽培管理

( ) 間引き1

１粒蒔きを基本とし、間引きはしない。

( ) 追肥2

８月下旬～９月まきでは１回、１０月まきで

は２回、１１月以降まきでは３回程度追肥を行
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う。

６ 収 穫

年内どりでは、５０日程度で収穫できる。

収穫後、大きさ別に結束し収穫する。
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